
（別紙３）

～ 2025年　3月　7日

（対象者数） 23名 （回答者数） 22名

～ 2025年　3月　7日

（対象者数） 5名 （回答者数）
5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 児童の年齢等を考えると外遊びも検討する必要がある。

2 要望があれば、日曜の開所も検討する必要がある。

3

外出（公園、買い物、おでかけ等）が少ない

外出等は移動支援を活用して行っているため、あえてデイ

サービスで外出は行っていなかった。

デイサービスだからこそ、室内でできる支援に注力してい

た。

日曜日の閉所

現在、第１土曜日と第３土曜のみ開所している。

まだ、小学生の児童にとって、家族と過ごす時間も大切だと

考えている。

充実した支援ツール

・あそび選択ボードで、自発的な発信を促している。

・そうじエントリーボードで、自己選択や自己決定の

　経験値を増やす。

・スケジュールは、個々に合わせて用意し、見通しを立てて

　自発的に確認や実行ができるようになっている。

集団あそびを毎日開催

・遊びの中から社会生活に必要なスキル（折り合い、ルール

　理解、順番など）を身に付けられるように、チーム戦や

　個人戦も入れ込みつつ、運動やゲームを考案している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

構造化された空間完備

・空間を色分けし、視覚的に分かりやすくしている。

・課題部屋と休憩部屋を分け、刺激をなるべく無くす事で、

　自身のやるべき事に集中して取り組めるようになってい

る。

○事業所名 トーテム

○保護者評価実施期間
2025年　1月　30日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年　1月　30日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


